
 

  

第１２号 
  

き
れ
い
な
川
を
次
世
代
へ
川
の
国
埼
玉 

 
 

川
の
再
生
交
流
会
を
開
催 

埼玉県のマスコット 

「コバトン」 

 

 
 

平
成
３
０
年
２
月
３
日
（
土
）
、
「
埼
玉
市
民
会
館
う
ら
わ
」
に
お
い
て
、

川
の
再
生
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
、
約
４
０
０
名
が
一
堂
に
会
し
、
「
川

の
再
生
交
流
会
～
流
域
で
つ
な
が
る 

次
世
代
と
つ
な
が
る
」
を
開
催
し

ま
し
た
。
全
体
会
、
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
、
流
域
分
科
会
の
３
部
構
成

で
開
催
し
、
大
人
か
ら
学
生
、
子
供
ま
で
幅
広
い
世
代
の
皆
さ
ん
に
参
加

い
た
だ
き
、
活
発
な
交
流
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

今
年
度
の
新
企
画
「
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
」
で
は
、
川
で
活
動
す
る
皆

さ
ん
が
普
段
の
活
動
を
展
示
し
、
見
学
者
と
じ
か
に
対
話
を
行
う
時
間

を
設
け
ま
し
た
。
川
の
国
応
援
団
や
、
高
校
、
大
学
な
ど
４
３
団
体
が
ポ
ス

タ
ー
を
展
示
し
ま
し
た
。
展
示
内
容
は
、
普
段
の
活
動
や
イ
ベ
ン
ト
の
報

告
、
地
域
の
川
の
植
物
や
生
き
物
の
写
真
、
学
生
か
ら
は
研
究
報
告
な

ど
、
幅
広
い
分
野
に
わ
た
り
ま
し
た
。
展
示
会
場
は
、
展
示
物
で
大
変
に

ぎ
わ
い
ま
し
た
。
「
世
代
を
越
え
た
交
流
が
で
き
た
」
「
若
い
研
究
者
と
話

が
で
き
て
大
変
良
か
っ
た
」な
ど
の
声
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

（平成３０年３月２６日発行） 

 

 

第
２
部
：新
企
画
「ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
」を
開
催
！ 

対
話
で
、
流
域
、
世
代
間
の
つ
な
が
り
が
深
ま
り
ま
し
た 

  

１ 

第
１
部
：全
体
会
は
、
川
の
環
境
の
変
遷
に
つ
い
て
の
基

調
講
演
と
、
２
団
体
の
活
動
報
告 

  
 

「
川
の
環
境
の
変
遷
―
時
代
と
共
に
川
と
そ
こ
の
生
き
物
は
ど
う
変

化
し
た
か
ー
」
と
題
し
、
埼
玉
大
学
大
学
院
の
浅
枝
隆
教
授
に
ご
講
演

い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
川
の
国
応
援
団
登
録
団
体
の
「
も
り
ん
ど
」

山
本
悦
男
会
長
か
ら
、
次
世
代
に
川
の
魅
力
を
伝
え
る
「
も
り
ん
ど
の

川
遊
び
イ
ベ
ン
ト
」、
ま
た
、
飯
能
市
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
協
議
会
平

井
純
子
会
長
か
ら
、「『
サ
ト
ム
ス
メ
が
挑
戦
！
』
の
川
資
源
を
活
用
し

た
エ
コ
ツ
ア
ー
」
と
題
し
、
活
動
を
ご
紹
介
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

第
３
部
：分
科
会
は
、
河
川
・地
域
ご
と
の
５
分
科
会
と
、 

「川×

学
生
分
科
会
」の
６
会
場
で
開
催 

  
 

第
１
～
第
５
分
科
会
で
は
、
各
地
域
の
団
体
の
企
画
・
進
行
で
、
川

を
も
っ
と
魅
力
的
に
す
る
た
め
に
そ
れ
ぞ
れ
テ
ー
マ
を
設
定
し
、
互
い

に
考
え
や
活
動
を
紹
介
し
話
し
合
い
ま
し
た
。
ま
た
、
第
６
分
科
会
は

「
川×

学
生
分
科
会
」
” 

Ｔ
ｈ
ｉ
ｎ
ｋ 

ｏ
ｆ 

ｒ
ｉ
ｖ
ｅ
ｒ 

～
川

へ
の
想
い
を
語
ろ
う
～
“
と
題
し
、
県
内
外
の
川
の
研
究
や
活
動
に
取

り
組
む
、
中
、
高
、
大
学
生
７
１
名
が
集
い
、
県
内
の
将
来
の
水
環
境

に
つ
い
て
発
表
や
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。 

ポスターセッション会場（上４枚）と

分科会（下）の様子 

☆分科会の報告やアンケート集計結果など、交流会の詳細をまとめた「川の再生交流会報告書」もご覧ください。 

  HP でも公開しています。→http://www.pref.saitama.lg.jp/a0505/h29kouryuukai.html 



 

       
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
  

         
 

 

２
１
世
紀
は
“
水
の
世
紀
”
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
が
、
地
球
上
の
水
は
時
間
・

空
間
で
偏
在
す
る
た
め
、
世
界
で
は

様
々
な
水
問
題
が
起
き
て
い
ま
す
。 

 

水
道
の
蛇
口
を
ひ
ね
れ
ば
い
つ
で
も

水
が
手
に
入
る
た
め
、
水
道
水
が
で
き

る
し
く
み
も
、
流
域
内
の
水
が
山
か
ら

海
ま
で
つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と
も
私
た

ち
は
忘
れ
て
暮
ら
し
て
い
ま
す
。
我
々

の
生
活
が
水
を
通
じ
て
自
然
に
ど
の
よ

う
に
負
荷
を
与
え
て
い
る
の
か
も
き
ち

ん
と
理
解
し
て
い
ま
せ
ん
。 

 

自
分
の
足
元
の
水
、
暮
ら
し
の
場
の

あ
る
流
域
の
水
か
ら
学
び
た
い
、
“
都

市
と
農
村
、
市
民
と
企
業
と
行
政
が
一

緒
に
な
っ
て
総
合
的
に
学
ぶ
場
”
が
ほ

し
い
、
そ
の
想
い
か
ら
“
水
の
広
場
”
を

意
味
す
る
「水
の
フ
ォ
ル
ム
」が
生
ま
れ

ま
し
た
。 

 

ま
ず
、
身
近
な
利
根
川
・
荒
川
流
域
の

水
を
中
心
に
、
水
に
関
わ
る
様
々
な
情

報
を
発
信
し
、
垣
根
を
越
え
て
集
い
、

学
び
、
考
え
る
“
水
の
広
場
”
を
創
り
出

し
ま
す
。
い
つ
か
こ
の
“
水
の
広
場
”
が
、

２
１
世
紀
の
水
の
在
り
方
を
方
向
づ
け

る
場
に
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
。 

 

主
な
活
動
と
し
て
は
、
情
報
誌
の
発

行
（年
１
回
）と
、
「
流
域
の
健
や
か
な
水

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
保
全
」
を
目
的
に
し
た

見
沼
田
ん
ぼ
で
の
里
地
・
里
山
（
田
ん

ぼ
・
平
地
林
）
の
保
全
活
動
が
あ
り
ま

す
。 

 

見
沼
田
ん
ぼ
の
水
は
、
群
馬
県
の
大

水
上
山
に
始
ま
る
利
根
川
―
見
沼
代
用

水
―
見
沼
田
ん
ぼ
―
芝
川
―
荒
川
―
東

京
湾
と
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。 

 

田
ん
ぼ
が
一
つ
消
え
れ
ば
「
水
み
ち
」

は
そ
こ
で
終
わ
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
農

業
用
水
や
河
川
の
水
質
汚
濁
の
問
題
も

あ
り
ま
す
。
肥
料

や
下
水
処
理
水

に
含
ま
れ
る
窒

素
や
り
ん
は
芝

川
の
ヘ
ド
ロ
や

東
京
湾
の
赤
潮
・

青
潮
の
原
因
と

な
り
、
そ
の
他
、

農
薬
の
問
題
も

あ
り
ま
す
。 

 

水
の
フ
ォ
ル
ム
で
は
自
然
に
や
さ
し

い
日
本
古
来
の
循
環
型
伝
統
農
法
に
よ

る
米
作
り
を
通
じ
て
水
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

保
全
の
た
め
活
動
し
て
い
ま
す
。 

   
 

 
 

   
 

  

１
０
年
ほ
ど
前
か
ら
つ
り
人
の
減
少

が
見
ら
れ
、
特
に
河
原
に
遊
び
に
来
る

子
供
を
見
な
く
な
り
ま
し
た
。 

 

子
供
達
に
早
い
時
期
か
ら
、
自
然
環

境
の
大
切
さ
、
釣
り
の
楽
し
さ
を
知
っ

て
貰
う
為
に
子
供
つ
り
教
室
を
入
間
市

観
光
協
会
・
入
間
漁
業
協
同
組
合
の
後

援
を
受
け
て
開
い
て
お
り
ま
す
。 

 

４
月
１
６
日
入
間
市
西
武
公
民
館
前

で
第
６
回
ニ
ジ
マ
ス
子
供
つ
り
体
験
教

室
が
、
入
間
市
田
中
市
長
様
、
埼
玉
県

斉
藤
県
議
会
議
員
様
を
お
迎
え
し
盛
大

に
開
か
れ
ま
し
た
。 

 
参
加
者
は
市
の
広
報
紙
・
立
て
看
板
・

釣
具
店
な
ど
で
小
学
生
対
象
で
５
０
名

の
募
集
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
参
加
申
し

込
み
数
が
９
２
名
も
あ
り
保
護
者
・
役

員
含
め
総
勢
２
０
０
名
で
行
い
ま
し

た
。 

 

最
初
は
フ
ラ
フ
ー
プ
を
並
べ
、
４
メ

ー
ト
ル
離
れ
た
所
よ
り
釣
り
竿
を
も
っ

て
打
ち
込
み
の

練
習
を
行
い
そ

の
後
ニ
ジ
マ
ス

の
放
流
し
て
あ

る
（
網
を
張
っ

た
区
域
）
８
か

所
で
指
導
員
が

付
き
添
い
安
全

に
つ
り
を
行
な

い
ま
し
た
。 

 

ニ
ジ
マ
ス
を
釣
る
時
の
真
剣
な
顔
、

そ
し
て
釣
れ
た
時
の
喜
ん
だ
姿
は
素
晴

ら
し
か
っ
た
で
す
。 

 

一
方
、
保
護
者
は
釣
っ
た
魚
を
ビ
ニ

ー
ル
袋
や
、
ク
ー
ラ
ー
ボ
ッ
ク
ス
に
入

れ
る
の
に
大
忙
し
で
し
た
。 

 

最
後
は
釣
り
指
導
員
が
大
き
な
た
ら

い
８
か
所
に
ニ
ジ
マ
ス
を
入
れ
て
か
ら
、

手
づ
か
み
体
験
で
す
。 

最
初
は
ニ
ジ
マ
ス
を
つ
か
め
な
か
っ
た

子
供
も
２
尾
目
は
大
歓
声
で
『
取
っ
た

ど
ー
！
』 

 

一
人
数
尾
を
捕
ま
え
て
満
面
の
笑
顔

で
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

市
観
光
協
会
の
守
屋
さ
ん
か
ら
は

『
入
間
川
等
の
入
間
市
の
観
光
資
源
の

活
用
を
図
る
た
め
に
も
こ
の
子
供
つ
り

体
験
（教
室
）を
支
援
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
』
と
の
お
話
を
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。 

 

他
に
も 

子
供
つ
り
体
験
実
行
委
員

会
で
は
自
然
環
境
を
大
切
に
と
考
え
て
、

年
数
回
河
川
清
掃
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

～６３７団体が県内各地で活動中！～ 

２９年度は、４０団体が川の

国応援団に新たに登録され

ました！今回は、新規２団体

からの報告をご紹介します。 

子
供
つ
り
体
験
実
行
委
員
会 

 
 

 
 

 
 

入
間
市
（２
９
年
４
月
登
録
） 

 
 

 「入
間
川
子
供
つ
り
体
験
教
室
」 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

平
岡
憲
勝 

認
定
特
定
非
営
利
活
動
法
人 

 

水
の
フ
ォ
ル
ム 

 
 

 
 

さ
い
た
ま
市
（２
９
年
６
月
登
録
） 

 
 

 「水
の
環
、
人
の
環
、
生
き
物
の
環
」  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

藤
原
悌
子 

２ 



 

    
 

                             

                                 

                                 

                                 

 

川
の
国
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
紹
介
す
る

新
コ
ー
ナ
ー
で
す
。
初
回
は
、
今
年
１

月
に
登
録
い
た
だ
い
た
横
山
聞
さ
ん

に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。 

３ 

■
好
き
な
の
は
「魚
捕
り
」！ 

 

現
在
大
学
３
年
生
、
工
学
部
で
プ
ロ

グ
ラ
ミ
ン
グ
を
学
ん
で
い
る
と
い
う

横
山
さ
ん
。
川
に
親
し
む
よ
う
に
な
っ

た
き
っ
か
け
は
数
々
の
自
然
体
験
イ

ベ
ン
ト
へ
の
参
加
だ
っ
た
そ
う
で
す
。 

 

「
小
学
生
の
こ
ろ
か
ら
、
『
見
沼
自
然

の
家
』
で
の
子
供
自
然
ク
ラ
ブ
や
、
高

麗
川
の
魚
捕
り
な
ど
に
参
加
し
て
い

ま
し
た
。
特
に
魚
捕
り
は
、
回
を
重
ね

る
ご
と
に
上
達
し
て
楽
し
く
な
り
ま

し
た
。
」
今
で
は
、
魚
捕
り
技
術
は
さ
る

こ
と
な
が
ら
、
捕
っ
た
魚
の
種
類
は
、 

■
遊
ん
だ
経
験
が
川
を
大
切
に
す
る
気

持
ち
に
つ
な
が
る 

■
子
供
達
に
魚
捕
り
の
楽
し
さ
伝
え
る 

☆
派
遣
希
望
の
方
は
→ 

 

水
環
境
課
に
、
希
望
の
支
援
内
容

を
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
ふ
さ
わ
し
い

方
を
紹
介
し
ま
す
。
そ
の
後
、
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
と
直
接
調
整
く
だ
さ
い
。

派
遣
料
は
一
切
か
か
り
ま
せ
ん
。 

☆
登
録
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
１
０
４
名
の

一
覧
と
得
意
分
野
は
Ｈ
Ｐ
で
確
認
で

き
ま
す
→
「
川
の
国
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
」

で
検
索
！ 

 

 

県
で
は
、
川
で
の
経
験
が
豊
富
で
、

川
の
国
埼
玉
検
定
（
上
級
編
）
に
合
格

さ
れ
た
方
に
、
「
川
の
国
ア
ド
バ
イ
ザ

ー
」へ
ご
登
録
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。  

 

川
の
国
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
は
そ
れ
ぞ
れ

の
得
意
分
野
を
活
か
し
、
皆
さ
ん
の
活

動
を
支
援
し
ま
す
！ 

５
月
１
２
日
（
金
）
杉
戸
町
立
高
野

台
小
学
校
で
は
、
４
年
生
の
児
童
が
総

合
的
な
学
習
で
身
の
回
り
の
自
然
環
境

に
つ
い
て
、
個
人
の
課
題
設
定
を
す
る

た
め
、
杉
戸
の
自
然
と
歴
史
に
詳
し
い

坂
本
先
生
に
来
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
さ
ん 

派
遣
事
例 

「川
の
国
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
か
ら
古
利
根
の

自
然
と
歴
史
を
学
ぶ
」 

 
 
 
 
 

杉
戸
町
立
高
野
台
小
学
校 

 

よ
る
川
の
好
感
度
チ
ェ
ッ
ク
を
行
い
ま 

し
た
。
さ
ら
に
、
学
校
近
辺
の
川
か
ら 

採
取
し
た
水
を
Ｃ
Ｏ
Ｄ
パ
ッ
ク
テ
ス
ト

で
水
質
検
査
を
し
、
水
の
汚
れ
を
デ
ー

タ
で
実
感
し
ま
し
た
。
汚
れ
た
川
の
水

の
中
に
も
た
く
さ
ん
の
生
物
が
生
き
て

い
る
こ
と
も
知
り
、
地
球
上
で
人
間
が

利
用
で
き
る
水
が
１
パ
ー
セ
ン
ト
に
も

満
た
な
い
こ
と
に
驚
い
て
い
ま
し
た
。 

 

現
実
を
知
り
、
実
験
や
体
験
を
通
し

て
、
子
供
た
ち
は
問
題
意
識
と
疑
問
を

持
ち
、
自
分
た
ち
で
課
題
設
定
を
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

地
域
を
巡
る
前
に
基
礎
的
な
知
識

や
デ
ー
タ
を
通
し
、
現
状
や
問
題
点
を

知
る
こ
と
で
、
地
域
の
自
然
環
境
へ
の
関

心
や
理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
、
地
域

の
自
然
環
境
と
自
分
と
の
か
か
わ
り
に

つ
い
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

ま
ず
、
利
根
川
の
変
遷
か
ら
古
利
根

の
由
来
を
知
り
、
そ
の
後
水
源
と
な
る

葛
西
用
水
の
水
利
用
や
水
量
、
五
感
に 

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー 

こ
と
自
体
に
醍
醐
味
が
あ
る
そ
う
で
、

捕
ま
え
た
後
は
自
然
に
返
し
て
あ
げ

る
そ
う
で
す
。 

  
横
山
さ
ん
の
目
線
か
ら
、
埼
玉
の
川

に
つ
い
て
思
う
こ
と
は
？
「
今
、
綾
瀬

川
の
遊
歩
道
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
進

ん
で
い
ま
す
が
、
行
政
、
団
体
、
住
民

で
話
し
合
い
方
針
を
決
め
る
の
は
良

い
試
み
だ
と
思
う
。
」
将
来
の
川
に
つ

い
て
は
、
「子
供
の
こ
ろ
、
自
然
や
生
き

物
の
い
る
川
で
楽
し
く
遊
ん
だ
経
験

が
あ
る
と
、
将
来
『
川
を
大
切
に
し
た

い
』
と
い
う
気
持
ち
が
持
て
る
と
思

う
。
経
験
が
な
い
と
、
ど
ん
な
川
に
し

た
い
と
い
う
思
い
も
出
て
こ
な
い
。
」 

 
 

ほ
ぼ
わ
か

る
と
の
こ

と
。
ち
な

み
に
、
「虫

捕
り
も
好

き
で
す
。
」 

捕
ま
え
る 

 

現
在
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
イ
ベ
ン

ト
等
へ
参
加
し
て
い
る
横
山
さ
ん
。 

「
川
の
国
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
、
子

供
達
に
魚
捕
り
や
虫
捕
り
な
ど
、
自
然

体
験
を
教
え
た
い
。
」 

 

横
山
さ
ん
と
魚
捕
り
し
た
い
方
、
是

非
ご
連
絡
く
だ
さ
い
！ 

 

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
派
遣
制
度
を
ご
活
用

い
た
だ
い
た
、
杉
戸
町
立
高
野
台
小
学

校
か
ら
の
ご
報
告
を
ご
紹
介
し
ま
す
！ 

 

川
の
国
ア
ド
バ
イ
ザ
ー 

制
度
の
ご
紹
介 

 
 

 



 

                                 

                                 

                                 

                              
 

  
 

 
 

 

 

平
成
３
０
年
３
月
１
０
日
（
土
）
１
３
時
～
１
５
時
３
０

分
、
志
木
市
の
柳
瀬
川
で
「
川
の
再
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

体
験
講
座
」を
開
催
し
ま
し
た
。 

 

こ
の
講
座
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
興
味
の
あ
る
県
民

の
方
を
対
象
に
、
川
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
体
験
し
て

も
ら
う
、
新
企
画
で
す
。 

 

川
の
国
応
援
団
登
録
団
体
と
水
環
境
課
と
の
共
催

で
、
地
域
の
川
に
つ
い
て
の
講
座
や
自
然
観
察
と
併

せ
、
実
際
に
ゴ
ミ
拾
い
や
水
質
調
査
等
を
行
い
ま
す
。 

 

川
の
国
応
援
団
登
録
団
体
へ
ご
案
内
す
る
平
成
３
０

年
度
の
イ
ベ
ン
ト
実
施
予
定
で
す
。
今
後
変
更
と
な

る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
の
で
、
実
施
時
期
の
１
～
２
か

月
前
に
お
送
り
す
る
ご
案
内
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。 

 

ふ
る
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
！ 

 

平
成
３
０
年 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

６
～
９
月 

 

全
国
水
生
生
物
調
査
（環
境
省
主
催
） 

 
 

７
月 

 
 

 
 

水
生
生
物
講
座 

 
 

７
～
９
月 

 

川
ガ
キ
イ
ベ
ン
ト 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（４
月
下
旬
募
集
開
始
） 

 
 

１
１
月 

 
  

川
の
国
埼
玉
検
定 

（中
・上
級
編
） 

平
成
３
１
年 

 
 

２
月
２
日 

 

川
の
再
生
交
流
会 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

☆
時
期
未
定 

 

各
地
域
管
内
会
議 

            

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
講
座 

 

■
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
エ
コ
シ
テ
ィ
志
木
と
の
共
催 

 

今
回
は
、
志
木
市
の
柳
瀬
川
で
活
動
中
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
エ
コ
シ
テ
ィ
志
木
と
の
協
力
で
開
催
し
ま
し
た
。 

 

エ
コ
シ
テ
ィ
志
木
は
、
年
間
を
通
し
て
、
柳
瀬
川
の

河
川
敷
や
い
ろ
は
親
水
公
園
な
ど
の
ゴ
ミ
拾
い
や
、

斜
面
林
の
手
入
れ
、
外
来
植
物
駆
除
を
行
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
「
志
木
の
生
き
物
調
査
」
「
柳
瀬
川
ぶ
ら
り

散
歩
」な
ど
、
調
査
活
動
や
自
然
観
察
イ
ベ
ン
ト
も
数 

 

川
の
再
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験

講
座
の
ご
報
告 

 

４ 

■
柳
瀬
川
を
学
び
、
河
川
敷
を
ゴ
ミ
拾
い 

 

講
座
当
日
は
、
第
１
部
「
川
を
学
ぶ
」
、
第
２
部
「
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
体
験
・
自
然
観
察
」
の
２
部
構
成
で
開
催
し

ま
し
た
。
参
加
者
は
２
３
名
で
、
大
人
、
子
供
（
１
０
歳

以
下
も
４
名
！
）
が
志
木
中
学
校
の
視
聴
覚
室
に
集
ま

り
ま
し
た
。 

 

第
１
部
で
は
、
代
表
理
事
の
天
田
さ
ん
が
「
柳
瀬
川

っ
て
ど
ん
な
川
？
」
と
題
し
、
柳
瀬
川
の
源
流
か
ら
支

流
ま
で
の
概
要
や
特
徴
を
説
明
し
ま
し
た
。
次
に
、
事

務
局
長
の
青
木
さ
ん
が
、
柳
瀬
川
周
辺
の
植
物
や
生

き
物
を
紹
介
し
ま
し
た
。
カ
ワ
セ
ミ
や
サ
ギ
、
イ
タ
チ

や
タ
ヌ
キ
ま
で
観
察
さ
れ
る
と
の
こ
と
で
、
動
物
た

ち
の
活
き
活
き
し
た
写
真
に
、
受
講
者
か
ら
は
驚
き

の
声
が
上
が
り
ま
し
た
。
最
後
に
、
最
近
会
員
に
な
っ

た
庭
野
さ
ん
が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
す
る
魅
力

を
話
し
ま
し
た
。 

 
講
座
の
後
は
、
河
川
敷
に
降
り
ゴ
ミ
拾
い
を
し
ま
し

た
。
前
日
は
雨
で
し
た
が
、
見
事
に
晴
れ
、
皆
で
歩
き

な
が
ら
楽
し
く
ゴ
ミ
を
拾
い
、
大
き
な
ゴ
ミ
袋
３
袋
分

の
ゴ
ミ
が
集
ま
り
ま
し
た
。
足
元
に
は
、
オ
オ
イ
ヌ
ノ

フ
グ
リ
や
ホ
ト
ケ
ノ
ザ
な
ど
の
花
も
見
ら
れ
、
春
の

訪
れ
を
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。 

川の再生交流会での天田さん 

（左）と青木さん（右） 

 

多
く
開
催
し
て
い
ま

す
。
一
般
の
方
も
参
加

可
能
で
、
オ
ー
プ
ン
な

活
動
を
さ
れ
て
い
る

団
体
で
す
。 

２
月
の
川
の
再
生
交

流
会
で
は
、
柳
瀬
川
の

自
然
や
生
き
物
に
つ

い
て
ポ
ス
タ
ー
を
展

示
し
ま
し
た
。 
発行 埼玉県環境部水環境課 
 

住所：〒330-9301 さいたま市浦和区

高砂3-15-1 （第3庁舎1階） 

ＴＥＬ：０４８－８３０－３０８８ 

ＦＡＸ：０４８－８３０－４７７３ 

E-mail：a3070-03@pref.saitama.lg.jp 
 

☆活動予定や活動報告などをお寄せ 

  ください。 

☆資材の提供や貸出し等のご希望が 

  あればご相談ください。 

☆連絡先等の変更があればご連絡く 

  ださい。 

☆団体のHPへのリンクを水環境課HP 

  へ掲載可能です。ご希望の際はご 

  連絡ください。 

☆川の国応援団のＨＰ 

http://www.pref.saitama.lg.jp/a0505/k

awanokuniouendan/index.html 

川
の
国
応
援
団
イ
ベ
ン
ト 

 
 

年
間
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル 


